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　今年度は先ず最初に、陳腐化した情報処理機器と撮影機材など研究設備環境のリプレイスを実施した。また、今年度までに蒐集し蓄積した画像データを点検整
理しつつ、今回、複数のハードディスクを備えた冗長性が高く安全なデータ・サーバーを整備したので、其処に全データのバックアップを取った。 
　さて、現在までに公刊されている浮世絵画集や展覧会の図録に掲載されている揃物のうち、揃物の全体像が分からない欠損している資料に重点をおいて博捜を
試みた。この作業には、立命館大学アートリサーチセンターの「浮世絵ポータルデータベース」が特に有用であった。小さな文字情報まで読めるほどの高解像度
に拠って、インターネット上で画像データが公開されている意義は大きい。しかし、本研究計画の当初から予想していた如く、填詞者の名前を拾ってデータ化
（タグ付け）してある資料は現時点でも甚だ少なく、所蔵機関（者）ごとに全ての資料を逐一閲覧しつつ、目視にて填詞の存する資料を確認するしか方法がな
かった。これは時間と手数とが掛かる作業であったが、国内資料の半ばまでは調査を終えられたと思う。 
　一方、在外資料に関しては、米国カリフォルニア州立大学バークレイ校の三井文庫に調査へ行くことができた。既に公刊されている三井文庫の目録に登載され
ている絵入板本のほかに、和本担当司書の御高配を得て未整理の摺り物を調査させて貰った。浮世絵は無かったが、幕末から明治期の報状引札類のコレクション
を調査できたのが収穫であった。
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区分 （2）おおむね順調に進展している。
理由
　研究計画を構想した当初から、填詞の入った浮世絵の調査には厖大な時間が不可欠であることが予想されたため、調査点数に関しては控えめに立案した。イン
ターネット上で公開されている浮世絵だけでも数万標目に上っているためである。ただし、計画一年目における進捗状況としては、順調に進められたといえよ
う。 
　今後、未知であったコレクション等が見付かることも予想はできるが、取り敢えず、填詞付きの浮世絵の検索が出来ない状況の中で、とにかく実見しなければ
確認できない状況は変えようがない。したがって資料の所在情報を蒐集しつつ、次年度も只管に丁寧な調査を継続していくことにしたい。
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９．次年度使用が生じた理由と使用計画

１０．研究発表（平成２９年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計3件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　0件）

2018年

2018年

なし 無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

『貞操婦女八賢誌』－解題と翻刻－（二）

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
大妻女子大学紀要－文系－ 59-92

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
髙木　元 50

 ２．論文標題  ５．発行年

なし 無

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

魯文の報条（二）

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
大妻国文 59-74

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

　年度末の海外出張旅費の精算時において、最終日が機内泊であったことにより日当が減額されたため、若干の執行残が出た。次年度の物品費として使用する予
定。 

 １．著者名  ４．巻
髙木　元 49

 ２．論文標題  ５．発行年

８．今後の研究の推進方策
　以上の進捗状況から、特に当初の研究計画を変更しなければならない問題点も見い出せなかった。来年度も計画通りに調査を推進する予定である。 
　ただ、データの蓄積だけでは意味が無いので、現時点までに蒐集した画像データの中の填詞（文字情報）の飜刻をすすめつつ、整理と分析とに供するための
データベースの整備に取り掛かる予定である。
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2017年

〔学会発表〕　計0件

〔図書〕　計0件

計0件（うち出願0件／うち取得0件）

１２．科研費を使用して開催した国際研究集会

計0件

１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

－

１４．備考

１１．研究成果による産業財産権の出願・取得状況

大妻女子大学学術情報リポジトリ 
https://otsuma.repo.nii.ac.jp/ 
ふみくら 
http://www.funikura.net 

なし 有

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

『英名八犬士』攷

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
東海近世 17-31

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 １．著者名  ４．巻
髙木　元 25

 ２．論文標題  ５．発行年
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